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タウンミーティングとは？（開催の目的と概要）

「まち」に関する様々な課題に対しての思いを共有し、

市と市民の皆さんが同じ方向を向いて進んでいけるようにしたい

皆さまが日ごろ感じている、まちの利便性やさまざまな情報

についてお伺いし、できる限り市政へ反映させたい



市長就任後の課題認識について

●面積 24.35㎢ のコンパクトな市域に

・くらしのゾーン
（市街地、団地、新興住宅街など）

・産業のゾーン
（農業地帯、工業地帯）

・自然と歴史文化のゾーン
（石清水八幡宮、社寺仏閣、背割堤、三川合流）

…と、多彩なまちの要素が詰まっている

一方で

・人口減少と急速な高齢化
（人口は平成7年の約76,000人をピークに減少
→現在約68,900人)

・京阪石清水八幡宮駅（旧：八幡市駅）は急行削減
により実質準急駅に。（人が訪れず、通過してしまう）



市長就任後の課題認識について

①長期にわたり、止まらない人口減少

人口は平成7年の約76,000人がピーク→現在約68,900人

→●年後には●人との推計も…

10万人都市を目指し、想定していた公共施設整備との乖離

②全国平均以上の水準で進む高齢化

八幡市の高齢化率(65歳以上の方の割合)→32.0％

※全国平均：29.1%

公共交通整備の課題や社会保障費などの問題

③国宝石清水八幡宮などの素晴らしい歴史文化遺産や

背割堤の桜などの魅力を市内経済や訪問に繋げきれていない

八幡市を訪れる観光客１人あたり平均消費額：約２９０円



市長就任後の課題認識について

八幡がこれからも住みよいまちで在りつづけるためには、

「まちづくり」への不断の前進への努力が必須

現状維持は後退を意味する

少子化＝人材不足の深刻化により、

これまでの経済基盤を維持することがどんどん難しくなっている

これからは「人・モノ・カネ」すべてが 地方自治体間でも争奪戦に

まちづくりで取り残されたら、「まち」も置き去りにされる？

（交通インフラ、人の流れ、お金の流れ が撤収されていく）



解決策としてのこのまちの「まちづくり」

7

「住まう先」「訪れる先」「働く先」
として、選ばれるまちで在り続けるために

魅力を磨き続ける
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魅力と活力あふれるまち
の実現

政策の「柱」



解決策としてのこのまちの「まちづくり」

「八幡市」の中での 「東部地域」がもつ特徴と強み

・住居地域に加え、工業団地、農業地域と多彩な役割を担う

・都市近郊農業に適し、圃場整備された優良な農地

・関西圏の中心として日進月歩の交通結節点となり

物流、工業の引き合いも強い



解決策としてのこのまちの「まちづくり」

「東部地域」まちづくりの今後の視点

農業と産業を、もっとも市民の将来に資するかたちで

両立させるにはどうすればよいか？

「くらしやすい」環境づくりに向けた

京都府南部道路ネットワークの構築



「東部地域」まちづくりの今後の視点①

10

農業と企業立地を、もっとも市民の将来に資する

かたちで両立させるにはどうすればよいか？

農業
産業としての競争力を強めることで

人材や用地の獲得競争に打ち勝てるようにする

企業立地
若者流出を防ぐ＝キャリアの選択肢となる産業を増やす

工業団地へのアンケート調査で実態ニーズを把握



農業振興に関する取組の例
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ふるさと納税対象品目の拡大

⇒知名度向上、商機を広げる



農業振興に関する取組の例
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夏の高温対策
物価高騰による燃料・肥料高騰対策
猛暑による米の品質低下対策



農業振興に関する取組の例
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農業関連人材の確保：摂南大学農学部との連携
大学での講義



農業振興に関する取組の例
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農作物・農機具盗対策

八幡警察署・JAとの緊急合同夜間パトロールの実施



「東部地域」まちづくりの今後の視点②
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道路ネットワークの改善は、生活利便性の向上だけでなく

通勤のしやすさ等による企業立地条件の向上にも繋がります

「くらしやすい」環境づくりに向けた

京都府南部道路ネットワークの構築

京都府知事へも
最重点要望のひとつとして

お願いしました。



その他まちづくりの個別論点
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未整備農地
どうするか？

四季彩館の
にぎわい

公共交通

少子高齢化

買い物



まとめ
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自然と産業の調和と発展

まちと仕事の更なる魅力向上により、
まちの少子高齢化に歯止めをかけ、
活気のあるまちづくりに努めます。



おわりに

「まちは生きている」。
変わらないために、変わりつづけるもの

あなたも、このまちを織り成す大切な「ひとつ」です。


